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大日本水産会が主催する「令和６年度水産

功績者表彰式」が 11月 27日（水）に東京都・

赤坂インターシティーにて開催された。 

当表彰は、水産業の振興発展に功績のあっ

た方々に対して行われており、今年度は本県

から鈴鹿市漁協代表理事組合長矢田和夫氏

が、アサリの資源管理への取組みにより漁業者

の収入向上を実現するとともに、地場水産物の

周知・浸透を図るなど、地域水産業の発展・振

興に尽力した長年の功績が称えられ、水産功

績者として表彰された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回の初市には、秋芽生産の出荷等により、

多くの出荷する組合が見られ、3,877,100枚が

出品された。 

 入札の結果、100 枚あたりの平均単価は

3,126 円で、前年同回が 1,263 円で比較する

と、1,863 円高となった。最高値は伊勢湾漁協 

今一色で 100 枚あたり、6,990 円という結果と

なった。また、1月 11日（土）に第 2回汐共販

が開催予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全漁連が主催する「JF 全国代表者集会」が

12月 4日（水）に東京・砂防会館で開催され、

全国の漁業関係者およそ 1,000 人が出席し、

本県からも系統団体職員が出席した。 

当集会では、JF グループが掲げる新たな運

動方針（2025～2029年度）として、『漁業者を

支える事業・経営改革の断行』・『組織基盤の

確立』・『浜での中核的役割発揮による漁村・

漁業への貢献』の３つの柱を掲げ、満場一致で

決議された。 

当日は石破総理のビデオメッセージが上映

され、「賑わいあふれる漁村を実現するために、

皆様と共にさらに努力をいたしてまいります。」と

挨拶をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDFファイル）。  

 

月報みえぎょれん             
 ★浜に身近な話題をお届けする関係者向けミニ情報誌★  
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JF三重漁連指導部 
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黒のり共販初市を開催 

～12月 25日（水）松阪市～ 

令和６年度水産功績者表彰式 

－11月 27日（水）-東京－ 

 

ＪＦ全国代表者集会開催 

－12月 4日（水）東京－ 
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令和 7 年１月１１日（土）、三重県松阪庁舎

において令和６年度三重県青年・女性漁業者

交流大会（主催：三重県）が開催されます。 

本大会は、県内漁村の青年・女性漁業者の

活動意欲を高めるために、活動内容の実績発

表・意見交換会等交流の場を提供し、生産技

術の向上・経営の改善・地域漁業の発展等に

つなげることを目的としています。発表内容及

び発表者は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年の瀬を迎え、今年も本会とみえぎょれん販

売で下記のとおり年末即売会を開催します。 

三重漁連 

12月 29日（日）・30日（月） 

9：00～12：00（於：松阪のり流通センター） 

みえぎょれん販売㈱ 

12月 28日（土） 

9：00～12：00（於：三重県営サンアリーナ） 

市場直送の鮮魚や新海苔の他、正月に欠

かせない食材など多数そろえて販売致します。 

年末年始の食卓を新鮮な海の幸で彩るのは

いかがでしょうか？皆様是非お越しください！ 

 

２０２５年、年明けに三重テレビ放送にて、三

重漁連漁師応援 CMが以下の番組内で放送さ

れます。 

１月１日  8：30～ 新春知事放談 

      15：00～ 初春お茶の間寄席 

１月６日  8：30～ 新春知事放談(再放送) 

      22：15～ カンブリア宮殿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬場の船舶事故が多発する時期を迎えるに

あたり、海上保安部が注意を呼び掛けています。

自分の命を守るためにも、今一度、船舶の安

全運航を心掛けるとともに、万が一に備えて

「救命胴衣の常時着用」や「連絡手段の確保」

を徹底してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な予定】 
○1月 11日（土） 

黒のり第 2回汐（松阪） 

〇1月 30日（木） 

青さのり第 1回汐（松阪） 

 

 

 

三重県漁師応援 CM放送！ 令和 6年度 

三重県青年･女性漁業者交流大会 

～1/11（土）三重県松阪庁舎～ 

冬の船舶事故にご注意ください！ 

年末即売会 今年もやります！ 

1. 『四日市市漁協のあゆみ～コンビナートと環

境変化、模索する漁業経営～』 

四日市市漁協 川村 誠氏 

2. 『フランスに向けた海女文化の発信 

－海女兼フォトグラファーの挑戦－』 

鳥羽磯部漁協 大野 愛子氏 

3. 『南伊勢町神前浦地区振興産地協議会の

取組』 

南伊勢町神前浦地区振興産地協議会 

掛橋 潤也氏 

4. 『若手自ら考え担う、定置漁業の未来 ver.2

―就業から定着への工夫―』 

株式会社早田大敷 中井 恭佑氏 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

 

 

 

 

 

 


